















子 1）、中島　誠 2）、渡辺　啓太郎 3）、玄馬　康子 4）、
　渡辺　恵津子 4）、田村　綾 1）、東郷　和美 2）、川田　沙絵子 2）
[ はじめに ] 患者サービスの一環として患者に関わるグリーフケア
チームを立ち上げ活動してきたのでその取り組みを報告する。 [ 設
置の経過 ] 平成 22 年 10 月に患者サービス委員会の下部委員会とし
て、患者に関わる人の心のケアを行う事を目的としたグリーフケア
チームを設置した。委員は医師 3 名、看護師２名に加え、MSW、
臨床心理士、事務職員である。[ 活動内容 ] 主に二つの活動を行っ




一緒に渡した。平成 26 年 3 月末までの 2 年９ヶ月間で 143 名分配
布し、そのうち 4 名から連絡がありチームとして対応した。二つ目





















































苗 1）、篠田　珠美 1）、住吉　恵美子 2）
【はじめに】　あいさつは人間関係を築く第一歩であり、病院におい
ての職員のあいさつの良し悪しは、患者満足とともに職員満足にも






































【方法】2010 年 10 月から 2013 年 12 月までの期間で実施。対象は
外来の看護師・医師事務作業補助者（メディカル・サポート、以下
ＭＳ）・受付事務員に行った。事例をロールプレイから学びグルー
プワークを行った。参加後にアンケートを実施した。
【結果】期間中、接遇勉強会は合計９回開催することができた。参
加人数は、外来スタッフ 203 名中、１回あたり参加者は約３０名か
ら４０名であった。参加者は経験年数 1 年目から２０年目以上のス
タッフが参加した。
【考察】事例は、患者・家族から寄せられた意見と、検査説明や窓
口の対応など、問題事例を用いて勉強会で検討し、意見交換と振り
返りができた。開催当初は、一方的に講義を行っていたが、回を重
ねるごとに参加者が意見を出しやすいように問いかけて、聞くとい
うコーチング手法を用いて、意見交換を行った。参加したスタッフ
は、他者の意見を聞くよい機会となった。今後も勉強会を継続して
取り組んでいきたい。
